
南

攣

貿

易

概

観

( )

門

脇

逸

司

普

通

に
南
螢
時
代

と
云

ふ
の
は
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
人

が
渡
來

し

て
貿
易
を
初

め
た

頃
か
ら
、
其

の
渡
來
を
嚴
禁

し
た
、
寛

永
十

六

年

(
一
、

六
三
九
)
頃
迄

の
約

百
年
間
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
此
時
代

に
我
國

に
渡
來
し

て
貿
易
關
係

を
結

ん

で
居
た
敏
洲
人

は

ポ

ル
ト
ガ

ル
、

ス
ペ
イ

ン
、

ヲ

ラ

ン
ダ
、

イ
ギ
リ

ス
四

ヶ
國

の
商

人
達

で
あ

つ
た
。

ポ
ル
ト
ガ

ル
人
は
其
期
間
を
通

じ

て
、

ス
ペ

イ

ン
人
は
約

三
十
年
間
、
イ
ギ
リ

ス
人
は
約

十
年
聞
貿
易

に
從
事

し
た
丈

で
、
鎖
國
令

と
共

に
、
或

ひ
は
共
以
前

に
何
れ
も
我
國

市
場

と
の
交
渉
を
絶

つ
に
到

つ
た
が
、

ヲ

ラ

ン
ダ
人
丈
は
鎖
國

政
策
途
行
後
も
長
く
長
崎
港
内
出
島

に
淺
留
し

て
敵
洲
丈
化

の
唯

一
の
紹
介
者

と
な

つ
た
。
欧
洲

人
以
外

の
外
國
人

で
我
國

の
市
場

に
出
入

し
た
も

の
に
隣
邦

支
那
が
あ

つ
た

が
、

ヲ
ラ

ン
ダ
と
並

ん

で
鎖
國
後

に
於

て
も
貿
易
國

と
し
て

の
特
典
を
與

へ
ら
れ

て
居

た
。

南
蟄
貿
易
概
観

三
三



南
轡
貿
易
概
観

三
四

支
那

と
の
外
交
關
係

は
遠
く
上
古

に
始

る
課

で
あ
る
が
、
南
攣
人

が
來
朝

す
る
様

に
成

つ
た
頃

に
我
國

に
來

て
貿
易

し

て
居

た

支

那
商

人
は
極
く
稀
で
あ

つ
て
、
小

さ
な
舟

で
九

州
滑
海

に
現
は
れ

る
こ
と
は
あ

つ
た

が
、
貿
易
上
重
大
な
意
義
を
持

つ
た
も

の

で
は
な
か

つ
た
。
慶
長
年

代

(
一
、
五
九
六
ー

一
、
六

一
五
)

に
這
入

つ
て
か

ら
初
め

て
貿

易
船
も
多
く
な
り
、
阿
久
根

、
博
多

、

府
内

、
五
島

、
大
村
、
準
戸
及
び
長
崎
等

の
諸
港

で
交
易

し
、
慶
長

十
二
年

(
一
、

六
〇

七
)

に
支

那
幅
建
省

の
泉
州
府

の
商

人

が
薩
摩

に
來
航
し

て
以
來

は
、
主

と
し

て
共

方
面

の
諸
港
を
中
心

に
貿
易

し
て
居
た
様

で
あ
る
(註

一
)
。

元
和
二
年

(
穴

六

一

六
)

六
月

に
な

つ
て
國

主
島
津
家

久
は
幕
府

の
政
策

に
迎
合
し
て
、
以
後
支

那
船

の
貿
易

は
長

崎

に
於

て
行
は

る
べ
き
旨
を
達

し

て
居
り
(
註
二
)
、

軍

氷
十

二
年

(
一
、
六

三
五
)

以
降

は
幕
府
自
身

で
長
崎

一
港

に
限

る
旨

の
法
制
を
出
し

た
(註
三
)
の
で
、
共

以
後

は
再

び
他

の
諸
港

へ
入
港
す

る
こ
と
は
な
く
な

つ
て
居
る
。
此
年

か
ら
引
績

い
て
鎖
國
時
代

に
於

て
も
、
和
蘭

と
相
並

ん
で

長
崎

貿
易
否
我
國
封
外
貿
易

の
猫
占
者

と
成

つ
た

の
で
あ

る
。

外
國
人

と
し

て
日
本

市
場

に
直
接
顯

は
れ

て
貿
易

し
た

も
の
は

以
上

の
五

ヶ
國

で
あ

つ
た

が
、
此
時

代
は
倭

冠

の
後

を
う
け

た

我
國

人

の
海
外
雄

飛
時

代

で
あ

つ
て
、
外
國

人

の
來

た

る
を
待
た
す

に
海
外

に
船

を
出

し

て
貿
易

し
て
居
た
も

の
も
少

く
な

つ
か

つ
た
。
天

正
年
中

(
一
、
五

七
三
ー

一
、
五
九

二
)

に
出

帆
し

て
呂
宋

に
向

ひ
文
祓

三
年

(
一
、

五
九
四
)
麟
朝

し
た
堺

の
商
人
納

屋

助
左

工
門

が
南
洋
貿
易

に
從
事
し
た
最

初

の
邦
人

で
あ
る
と
稻

へ
ら
れ

て
居
る
。
此
種

商
人

の
海
賊

た
ら
ざ
る
事
を
明

か

に
し

て
封
外
信
用
を
高
め
、
貿
易

を
保
護
奨

働

せ
ん
が
爲

め

に
設
け
ら
れ
た
も

の
が
貿
易
特
許
歌
制
度

で
あ

つ
て
、
秀
吉

は
文
豫

元
年

(
一
、
五
九

二
)

に
初

め

て

「
一
自

日
本
到

0
0
國
舟

也
」

と
記
し
た
奉
書

を
與

へ
る

こ
と

に
し
た
。
此
特
許
歌
を
與

へ
ら
れ

た
所



謂
奉
書
船

は
長
崎

の
末
次
雫
藏

(
二
艘
)
、
舟
本

彌
平
次

(
壼
艘
)
、
荒
木
宗
右

工
門

(
壼
艘

)
、
糸
屋

随
右

工
門

(
萱
艘

)
、
堺

の

伊
豫
屋
某

(
萱
艘
)
、
京
都

の
茶
屋
四
郎
次
郎

(
萱
艘

)
、
角

倉
了
以
'
(
萱
艘

)
及
び
伏
見
屋
某

(
萱
艘
)

の
八
人
九
艘

に
過
ぎ
な

か

つ
た
。
(註
四
)

徳

川
時
代

に
な

つ
て
外
國
貿
易
は
釜

々
盛

ん

に
な

つ
て
來

た
の
で
あ
る
が
、
家

康

は
此
制
度

を
受
け

て
、
本

多
佐
渡

守

正
純
を

此
係

に
任

じ

て
、
京
都
相
國
寺

の
豊

光
寺

承
党
、
圓
光
寺
元
借
、
南
輝
寺

の
金

地
院
崇
傳
等

に
相

次

い
で
朱
印
歌
事

務
を

と
ら
し

て
居
た
。
是

等

の
寺
院

に
の
こ
さ
れ
た
、
慶
長
九
年

(
一
、

六
〇

四
)

か
ら
十
六
年

(
一
、
六

一
一
)
迄
承
党

、
h
元
倍

の
取
扱

つ

た
朱
印
状
を
掲
げ
た
異
國
御
朱
印
帳
、
及
び
同

十
七
年

か

ら
元
和
二
年

(
一
、

六

一
六
)
迄

に
崇
傳

の
取
扱

つ
た
も

の
を
掲
げ
た

異
國
渡
海
御
朱

印
帳
等
を
見
れ
ば
當
時

の
事
情

が
明
か
に
な
る
課

で
あ

る
。
此

十
三
年
聞

に
交
付

せ
ら
れ
た
も

の
は
次

の
通
り

で

合
計
百
九
十

八
艘
で
あ
る
。

慶

長

九

同 同 同 同 同

年

十

年

十

一
年

十
二
年

十
三
年

十
四
年

尼
崎
屋
叉
次
郎
外
二
十
五
人

三
十
艘

尼
崎
屋
又
次
郎
外
二
十
五
人

三
十
六
艘

高
橋
掃
部
入
道
外
十
四
人

十
七
艘

鍋
島
加
賀
守
外
十
七
人

二
十
艘

角
倉
了
以
外
三
人

六
艘

明
人
林
五
官
外
十
人

十
二
艘

'

南
蟹
貿
易
概
観

三
五



同 元 同 同 同 同 同

和

南
壁
貿
易
概
観

十
五
年

十
六
年

十
七
年

十
八
年

十
九
年

元

年

二

年

右

の
朱
印
欣
を
受
け
た
者

の
中

で
三
官

(
十
二
通
)
、

五
官

(
七
通

)
等

の
様

に
何
通

も
貰

つ
た
人

が
可
成

り
あ

つ
た
が
、

歌
を
交
付

せ
ら
れ
た
人

々
は
全
部

で
七
十
五
人

で
あ

つ
て
、

人
が
十
五
名
含

ま
れ

て
居

る

の
で
、

人

で
あ

つ
た
け
れ

ど
も
、

井
武
藏
守

(
三
通
)
、

中
守

(
一
通
)
等

の
大
名
も

可
成
り
あ

る
。
叉
長
谷
川
灌

六
、

幕
府
關
係

の
人

々
も
六
七
人

は
あ

つ
た
。

三
六

大
村

丹
後

守
内
江
島
吉
右

工
門
外
六
人

八
艘

角
倉
了
以
外
五
人

六
艘

茶
屋

四
郎
次
郎
晴

次
外

三
人

六
艘

角
倉
了
以
外
十
二
人

十

八
艘

唐
人

三
官

以
下
十

四
人

十
七
艘

唐

人
八
官
外

十
四
人

十
六
艘

唐
人

八
官

外
四
人

六
艘

角
倉
了
以

(
九
通
)
、
木

屋
孫
左

工
門

(
八
通
)
、
卒
野
孫
左

工
門

(
七
通
)

叉
中

に
は

一
通

丈
し
か
貰
は

ぬ
人

も
無
論
多

か
つ
た
。
朱
印

其

の
内

に
外
國
人

と
し

て
支

那
人

五
名
、
琉
球
人

一
名

、
及
び
西
洋

日
本
人

で
朱

印
船
を
出
し
た
も

の
は
五
十

四
人
あ

つ
た
課

で
あ
る
。
日
本
人

の
大

部
分
は
商

有

馬
修

理
大
夫

(
七
通
)
、
島

津
陸
奥
守

(
七
通
)
、
松
浦
法

印

(
六
通

)
、
加
藤
肥
後
守

(
三
通
)
、
蝿

鍋
島
加
賀
守

(
二
通
)
、
五
島
淡
路
守

(
二
通
)
、
山

口
駿
河
守

(
一
通
)
、
鍋
島
信
濃
守

(
一
通

)
、
長
岡
越

同
左

兵
工
等

の
役
人

や
ら
、
家
康

の
妾

夏

の
局
だ

と
か
云

ふ
風

に
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此
等

の
人

々
の
舟

は
主

と
し

て
安
晦

(
十
八
艘

)
、
占
城

(
三
艘

)
、
呂
宋

(
三
十

一
艘

)
、
信
州

(
二
艘
)
、

シ
ヤ

ム

(
三
十
六

艘

)
、
東
京

(
十
艘
)
、
太

泥

(
七
艘

)
、
順
化

(
一
艘

)
、
西
洋

(
二
十
二
艘
)
、
東
哺
塞

(
二
十
四
艘
)
、
迦

知
安

(
一
艘
)
、
密
西

耶

(
二
艘
)
、
菱
葉

(
二
艘

)
、
田
弾

(
二
艘

)
、
麻
利
加

(
二
艘

)
、
交

趾

(
二
十

八
艘
)
、
昆

那
宇
島

(
一
艘
)
、
廣

南

(
一
艘
)
、

高
砂

(
二
艘
)

等

の
南
支

、
南
洋

、
印
度
方
面

に
出

か
け
た
も

の
で
あ
る
。
此
れ
は
前
述

の
如

く
僅

か
に
十
三
ケ
年

聞

に
於

る
朱

印
船

の
歌
態

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
丈

で
も
當
時

の
我
國
人

の
海
外
獲
展
熱

の
如
何

に
旺
盛

で
あ

つ
た
か
を
知

る
参
考
資
料

と
し

て
充
分

で
あ
る
。

.

尚
此
外

に
當

時

の
外
國
貿
易

と
し

て
籔

へ
ら
る

べ
き
も

の
に
、
嘉
吉

三
年

(
一
、
四

四
五
)
以
來
殆

ん
ど
打
績

い
て
封
馬

の
國

主
宗
氏

の
手

で
取
扱

は
れ

て
居

た
朝
鮮
歳
遣

船
貿
易

が
あ
る
。
秀
吉

の
征
韓

の
後

以
來
暫
く
交
渉
は

た

」
れ
た
け
れ
ど
も

、
慶
長

十

二
年

(
一
、
六
〇
七
)

五
月

に
朝
鮮
使
節

が
來
朝

し

て
か
ら
、
再

び
翌
年

か
ら
歳
遣
船

が
初

め
ら
れ
た
(
註
五
)
か
ら
、
此
れ
を

も
併

せ

て
南
攣

貿
易

時
代

の
我
樹
外
關
係
は

可
成
り
廣

汎

に
亙

つ
て
居

り
、
外
交
關

係
も
亦
從

つ
て
當
時

と
し
て
は
複
雑
多
岐

に

亙

つ
た

こ

と

と

思

は

れ

る
。
次

に
項
を
改

め
て
當

時
我
國

に
渡
來
し
た
欧
洲
諸
國

と

の
關
係

に
つ

い
て
大
襯
す

る
こ
と
に
し

や

う
o(

註

一
)

通
航

一
覧
、
巻
百
九
十
八
〇

(
駐
二
)

大
H
本
史
料

第
十
二
編
之
二
十
五
、
二
三

一
頁
o

ρ
註
三
)

通
航

一
萱
、
同
上
。

南
蟹
貿
易
概
観

三
七



南
轡

貿
易
概
観

(
註
四
)

横
非

時
冬
、
日
木

商
業

史

百

七
頁

Q

(
註
五
)

大

日
本
史
料

第
十

二
編

之
四
、
自

八
九

一
頁

、
至
九

一
五
頁
。

自
九
三

四
頁

、
至
九
四

五
貢
。

三
八

一

 

中
世

に
於
け

る
欧
洲
人

の
世
界

は
地
中
海

を
中

心
と
し
た

一
少
部
分

に
限

ら
れ
た
も

の
で
あ

つ
て
、

ロ
ー

マ
が
其

中
央

に
位
し

て
居
る

の
だ

と
信

じ
て
居

た
。
鬼

の
佳
家

で
あ
る
と

の
み
考

へ
て
居

た
東
洋

へ
十
字

軍
遠

征
を
試

み
た
欧

洲
人

達
は
、
殺
す

つ
も

り

の
鬼

か
ら
紳

士
と
な
る

こ
と
を
敏

へ
ら
れ
た
の
が
故
國

へ
の
最
大

の
土
産

で
あ

つ
た
。
磁
石

の
使
用
法
、
天
交

の
観

測
術
、
及

び
航
海
技
術
等

の
海
外
貿
易
上

に
欠
く

べ
か
ら
ざ

る
學
問
技

術
も

ア
ラ
ビ
ア
人
が

心
を
こ
め
た
る
購
り
物

の

一
つ
で
あ
る
。
豊

富

な

る
金
銀
鑛

山

を
國
内

に
も

つ
て
居

る
か
、

さ
も
な
く

ば
更

に
進

ん

で
貿
易
を
興

し

て
輸
出
を
漿

働
し
、
輸
入
を
節

し

て
共
差
額

を
金
銀

で
自
國

に
持
込
む

こ
と
が
、
自
然
経
濟
よ
り
貨
幣
維
濟

に
進

む
過
渡
期

に
あ

つ
た
敵
洲
諸
國
を
風
靡
し
た
國
富
策

で
あ

つ

た
。
此
時
代

に
於

て
特

に
海
外
貿
易

の
必
要
な

る
所
以
を
痛
感

し
た

の
は
南
欧

の

一
小
國

ポ
ル
ト
ガ

ル
で
あ

つ
て
、
時

の
撮
政

ヘ

ン
リ
ー
航
海
親

王

}{9
受
一訂

客
豊

σQ
・§

は

ア
ラ
ビ
ヤ
に
導

か
れ

て
東
洋
貿
易

を
興
す

こ
と
が
自
國
を
獲

展
せ
し
め
る
唯

一
の
途

な

り
と
確
く
信

じ
て
居
た
。
國

内

に
天
文
観

測
場

を
設

け
た
り
、
航
海
學
校
を
建

て
、
更

に
探
瞼

船
を
派
遣
し

て
新
航

路

の
獲
見

に
力
め
て
居
た
。

努
力

の
む

く

ひ
ら
れ
る
と
き
が
絡

に
來

た
。

同
國

の

一
寒
村

シ
ネ

ス

。。
冨

ゆ
に
生
れ
た
バ

ス
コ

・
ダ

・
ガ

マ

<
9
・・8

魯

O
弩

9



め

喜

望
峯

o
唱
の
。
h
o
。8

国
。℃
・
を

迂

廻
す

る
印

度
航

路

の
獲

見

が
即

ち

之

で
あ

る
。

ポ

ル
ト
ガ

ル
國

王

エ

マ

昌

ユ

ェ
ル

嵩
ヨ
§
琶

ψ

の
命

令

で

三
隻

の
帆
船

を
蟻

し

て
、

乗

組
員

百

六

十
名

に
絵

る

印
度

派

遣

除

を

率

ゐ

て
首

府

リ

ス
ボ

ン
を

出

た

の
は

千

四

百
九

十

七

年

(
明

慮

六
年

)

の
六
月

八

日

で
あ

つ
た
。

一
行

は

無

事

喜

望

峯

を
廻

つ

て
ア

フ
リ

カ

の
東

岸

に
出

で
、

メ
リ

ン
ダ

嵐
・
臣
壼

に
上

陸

し

て
、

翌

年

の
五

月

下

九

日

に
印
度

の

カ
リ

カ

ツ

ト

9

野
君

附

近

へ
上

陸
す

る

こ
と

が

出
來

た

。

此

れ

を
機

會

に
ポ

ル

ト
ガ

ル

の
東

洋

進

出

は
極

め

て
敏

速

に
行

は

れ

て
、

カ

ル
カ

ツ
汐

o
募

最

節
(
一
、
五

〇

〇

)
、

ア

ン
ゴ

ラ

》
轟
。冨

(
一
、
五
〇

〇

)
、

ア

フ
リ

カ

の
ザ

ン
ジ

バ

ル

N
碧
・凶び
母

(
一
、
五

〇

二
)
、

コ
ー

チ

ン

o
。
。ぽ
昌

(
一
、
五
〇

三

)
、

モ
ザ

ン
ビ

ー

ク

冒
§

日
9

器

(
一
、
五

〇

六
)
、
ソ

コ
ト

ラ

。自
。ぎ
博冨

(
一
、
五
〇

七
)
、

ス

マ
ト

ラ

。。
毒

帥
碁

(
一
、
五

〇
九

)
、
ゴ
ア

0
8

(
一
、
五

一
〇
)
、

マ
ラ
ツ

カ

嵐
巴
聾
冨

(
一
、
五

一

一
)

等

を

順

次

自

巳

の
手
中

に

お
さ

め

て
、

千

五

百

三
十

七

年

(
天

丈

六
年

)

に
は

支

那

の

マ
カ

ヲ

寓
8
8

に
進

出

し

て
、
東

洋

貿
易

の
中

心
地

に
定

め

る

と

云

ふ
風

に
各

地

の
経

略

に
飴

念
な

き

有

檬

で
あ

つ

た
(
註
六
)。

ポ

ル
ト

ガ

ル
人

の
東

洋

へ

の
進

出

が
行

は
れ

た

當

初

に
於

け

る

欧

亜

の
通
商

は

、

小

ア

ジ

ヤ
よ
り

隊

商

の
手

に
よ

つ

て
印
度

に
出

つ

る
経

路

を

み
う

て
行

は

れ

て
居

た

が
、

此

等

ア

ラ

ビ

ヤ
人

の
四
大

貿

易

中

心

地

た

る

オ

ル

ム
ヅ

O
同目
ロ、
、

ア

デ

ン

餌
留
昌
、

カ
リ

カ
ツ

ト
、

マ
ラ

ツ

カ
を

略

取

し

て

マ
ラ

ツ

カ

に
定
佳

地

を

設

け

、
東

洋

貿
易

を
猫

占

し

た

こ

と
は

、

ポ

ル
ト
ガ

ル
遠

征
除

の
學

げ

え
た

大

な

る

収

穫

で

あ

つ

た

と
言

ふ

べ
き

で

あ

る
。

日
本

を
獲

見

し

た

激

洲

人

の
先

騙
者

と

し

て
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
人

が
我

國

土

に
足
を
踏

み

入

れ

た

の

は
、

極

め

て
偶

然

な
機

會

か

.ら

で
あ

る
。

ム
ル

ド

ツ
ク

蜜
霞
自。
畠

は

ア

ン
ト

ニ
ヲ

・
ガ

ル
ヴ

ア

オ

〉
耳
。コ
δ

o
巴
鼓
。

の
記
録

を

掲

げ

て
次

の
如

く

に
説

明

を

試

南
轡
貿
易
概
観

三
九



■

南

蟄

貿

易

概

観

・

.
四

〇

-

み

て

居

る

。

(
註

七

)

「
頃
暮

器

O

巴
鼠

o
、
・・

げ
o
鼻

、、U
o
o
蚕

ユ
o
。・
9

。。自

寓

冒

o
=
p
o
ψ
、.
智

o
〈
o
ω
㌦

再
毛

器

〇
三

団

言

肖
い
餐

9

讐

碧

p
β

ロ
巴

暮

碧

8

を
諄
ゴ

夢

o
諺

§

註

o
h
冒

℃
§

二
δ

ヨ
器

才
$

宅
器

o
σ
冨
ぎ

①
斜

:

:

℃
〉
巨

o
巳
ヨ

げ

寓

o
件
5

国
舅

コ
o
凶い
8

N
9

8
9

ρ

碧

山

b

昌
ε

ロ
δ

腎
①
×
o
障
o

≦
窪

二

=

冒
き

o

跨

o
日

Q∩
㌶
ヨ

仲o

O
げ
ぎ

2

署
げ
2

曽
㈹
器
障

8
ヨ
需
曾

$
昌
巴

目
爵

o

(津
o
ヨ

匪
o
o}二
9
ωΦ
、『
9。帥津
3

0
吋
昏
o
冒
℃
碧
o
器

已
暫肥
身
M
噸
09・け
三
ロe

脅
o話

叶げ
oマ
一毎
8

♂
舞

暑
g
蔓

ho震

ぎ
舞
。。
8

昏
o
o
℃
窪

。。02

碧
畠
げ
嘱○指
澤

9
0日

節ヨ
o韻

9
0
巨

碧
島

o
h
智
℃
き

い
窪
曙

ド
5
◎
&

9
δ
o
コ
げ
o
器

邑
9
巳
い矯
8
昌
a

、一、碧
①σq霧
三
ヨ
P

ぼ

9
0
。・紹

o
h
QD
勢件。・賃
§
帥
.」

我

國

へ
漂
着

し

た
年
代

は

千

五

百

四

十

二
年

(
天
文

十

一
年

)

で

め
り
、

漂
着

し

た

場

所

は

種

子

ケ
島

で

あ

つ
た

と
と

か
れ

て
居

る

が
、

異

読

も

勿

論
存

在

し

て
居

る
課

で
あ

る
。

年

代

に

つ

い

て
、

人

名

に

つ

い
て
、

更

に
其

の
地
瓢

に

つ

い
て
諸

種

の
見

方

が

行

は

れ

て
居

る

。

(註
八
)

平

井

希

昌

氏

の
敏

南
遣

使

考

に
見

え
る

所

は

、

「
西
洋

人

の
我

國

に
來

る
者

は

、
蓋

し

葡

萄

牙
人

を

始

と
す

、

天
文

十

一
年

に
在

て
其

國

船

風

に
漕
ろ

て
豊

後

帥

宮
寺

浦

に
漂

着

し
、

珍

實

及
銃
砲

を

以

て
國

主
大

友

宗
麟

に
遣

り

互

市

を
請

ふ
、

宗

麟

大

い
に
喜

ん

で
之

を

許

す

、
後

二
年

六

大
船

に
駕

し

て
來

り

珍

寳

を

醜
遣

す

、
宗

麟

厚
く

之

を

酬

ぴ
、
磨

下
齋

藤

源

助

を

し

て
其

國

に
至

て
答

禮

せ

し
む
病

で
死

す

、
其

墓

今

術
國

都

に
存

す

と

、

是

よ
り

毎

歳

互

市
絶

え
す

」

と

あ

り

、

叉

鐡

砲

記

に
、

.

■



「
隅
州
之
南
有

一
島
、
去
州

一
十

八
里
、
名

日
種

子
我
租
世

々
居

焉
、
天
文
癸
卯
秋

八
月
二
十
五
丁
酉
我
西
村
小
浦
着

大
船

、

一一

欄

レ

ニ

一

二

一

不
知
自
何
國
來
、
船
客
百
飴
人
其
形
不
類
、
其
語
不
通
、
見
者
以
爲
奇
怪
ム矢
、
其
内
有
明
大
儒
生

一
名
五
峯
者
、
今
不
知
詳
其

レ

下

二

一

上

レ

レ

=

一

二

一

レ

レ

ニ

姓
字
、
時
西
村
主
宰
有
織
部
亟
、
頗
解
文
字
偶
遇
五
峯
、
以
杖
書
於
沙
上
云
、
船
中
之
客
不
知
何
國
人
也
、
何
其
形
之
異
哉
、
五

噌

=

一

=

一

二

一

レ

ニ

一

レ

ニ

一

峯
即
書

日
、
此
是
西
南
攣
種
之
費

胡
也
、
織
部
叉
書

日
、
此
去
十

叉
三
里
、
有
津
、

々
名
赤

尾
木
、
我

所
由
頼
之
宗

子
、
世

々

レ

一一

一

二

一

所
居
之
地
也
、
津
口
有
歎
千
戸
、
戸
富
家
昌
、
而
南
商
北
質
往
還
如
織
、
今
難
繋
般
於
此
不
若
要
津
之
深
且
不
漣
之
愈
也
、
告

レ

ニ

一

レ

レ

ニ

【

レ

=

レ

一

三

於
我
租
父
恵
時
與
老
父
時
尭
、
即
使
扁
艇
激
十
峯
之
至
、
於
二
十
七
日
巳
亥
、
入
般
於
赤
尾
木
津
口
、
有
僧
忠
首
座
者
、
手
携

二

一

=

レ

一

一一

ニ

ニ

一

自

一
物
、
長
二
澤
、
其
爲
艦

也
中
通

外
直
、
而

以
重
爲
質
、
其
中
錐
常

通
、
共
底
要
密
塞

、
其

傍
有

一
穴
、
通
火
之
路

也
、
形
無

一

レ

レ

レ

ニ

一

二

一

二

旧

三

物
之
可
比
倫

也
、
其
爲
也
入
妙
藥
於
其
中
、
添
以
小
團
鉛
、
先
置

小
白
於
岸
畔
、
親

手

一
物
、
修
其
身

砂
其

目
、
而
自
其

一
穴

一
一

一

二

一

二

"

二

一

昌

一

一一

一

二

一

昌

一

放

火
、
則
莫
不
立
中
、
其

獲
也
、
如
撃
雷
之
光
、
其

鳴
也
如
驚
雷
之
轟
、
聞
者

莫
不
掩
其
耳
、
時
尭
見
之
、
以
爲

稀
世
之

珍
ム矢
、

レ

レ

昌

H

二

一

昌

一

レ

レ

ご

一

レ

始
不

知
共
名

、
亦
不
詳
其
爲
何
用
、
既
而
人
、
或

名
鐵
砲
者

、
不

知
明
人
之
所
名
乎

、
抑
不
知
我

一
島
者

之
所
名
乎

、

一
日
時

レ

ニ

一

レ

一ニ

ニ

一

二

一

レ

レ

レ

レ

尭
重
課
謂
二
人
攣
種

日
、
我
非

日
能
之
、
願
學

焉
、
螢
種
亦
課
答

日
、
君
若
欲
學
之
、
我
亦
馨
共
萢
奥
以
告
焉
、
時
発
不
言
其
債

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

ニ

一

レ

ニ

之
高
而
難
及

、
而
求
攣
種
之

二
砲
、
以
爲
家

珍
　

、
共
妙
藥

之
椿
節

和
合
之
法
、
令

小
臣
篠

川
小
四
郎
之
。
」

　
レ

ニ

ね

ご

ロ

ニ

ロ
レ

と
見

え
て
居
る
。
此
等

の
史
料
を
合

せ
て
考

へ
れ
ば
種
子
島
着

の
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
船

は
第

二
同
目

の
渡
來

で
あ
り
、
其

以
前

に
於

て
所
謂

三
人

の
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
が
漂
着

し
た
も

の
と
見

る
こ
と
が
醸
當

で
あ
ら

ふ
。
即

ち
天
文

十

一
年

に
神
宮
寺
浦

に

つ
い
た
ポ

ル
ト
ガ

ル
人

が

マ
カ
ヲ
に
節

つ
た
後

、
日
本

の
存
在
を
獲
表

し
た

の
で
我
國
を
訪
れ

る
こ
と
に
成
り
、
其
申

の

一
船

丈

が
種

子
島

南
轡
貿
易
概
観

四

一



南
轡
貿
易
概
観

四
二

に
着

い

て
、
他

の
船

は
坊

ノ
津

を

経

て
豊
後

の
沖

宮

寺

浦

に
向

つ
た

も

の
で
は

な

か

ら

ふ
か
。

そ
れ

は

兎

に
角

と

し

て
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
人

の
漂

流

に
始

ま

つ
た
封

葡

貿

易

は

、
其

後

天

文

十

八
年

七

月

二

十
二

日

(
一
、

五

四

九

、

八

、

一
五

)

の
耶

蘇
會

の
闘
將

パ
ー

ド

レ

・
メ

ス
ト

レ

℃
巴
同。
三
婁

諾

・
フ
ラ

ン
シ

ス

コ

・
ザ

ヴ

イ

ェ
ル

閏
§

。尻
8

×
餌爵

目
の

鹿
児

島

着

以
來

天

主
敏

布
敏

の
獲

展

と
相

倹

つ

て
、

九

州

特

に
平

戸

長
崎

を
中

心

と
す

る

所

謂

南
螢

貿

易

時

代

を

現
出

す

る

こ
と

に
成

つ
た
課

で
あ

る
。

當
時

ポ

ル
ト

ガ

ル

の
東

洋

に
有

す

る

貿
易

上

の
勢

力

は

絶

大

な

も

の
で

あ

つ

て
、

常

に
背
後

に

強
大

な

軍

除

を
擁

し
獲

見

と

同
時

に
占

有

し
、

貿

易

を
猫

占

す

る
爲

め

に

は
あ

ら

ゆ

る
手

段

を

講

じ

て
、

ゴ

ア
政
廃

を

中

心
と

し

て
各

地

に

滞

留

地

を
設

け

て
、
着

々
東

洋

の
経

論

を

行

つ

て
ゐ

た

こ

と

は
前

に

一
言

し
た

通

り

で
あ

る
。

ポ

ル
ト
ガ

ル
の
東
洋

貿

易

の
申

心

地

の
主

な

る
も

の
は

冒
。鑓
5
三
彊
①噛
ω
。
8
けβ

9
目妻
き

b
詳

U
舞

磐
♪

0
9
ぼ
昌
噛
O
。邑
。P

2
①げq
9智
口
5

と
鎖一8
β

円
臼
逗

ρ

累
碧
き

の
諸

港

及

び

Z
睾

§

邑

き
②

犀
・邑

等

の
多

方

面

に
亙

つ

て
居

り

(註
九
)
、

首

府

リ

ス
ボ

ン
は

其

等

各

地

よ

り
集

ま

る
物
産

の
集

散

場

を

な

し

て
居
た

。

(
註
六
)

(
註

七
)

(
註

八
)

(
註

九
)
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ご
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初

め
て
我
國

の
存
在
を
明

か
に
し

て
以
來

の
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
は
、
貿
易
上

の
利
釜

に
着
眼

し

て
、
僅

か
四
五
年

の
聞

に
毎
年
激

隻

の
商
船
を
派
遣
す

る
様

に
な

つ
た
程

に
重
要
硯
し
て
居
た
ら
し

い
。
貿
易
船

と
し

て
の
ポ

ル
ト
ガ

ル
船

の
最

初
数
年

の
間

に
入

港

し

て
居
た

の
は
鹿
見
島
、
山

川
、
坊

ノ
津
、
及
び
臼
杵
等

の
諸
港

(註

】
○
)
で
あ

つ
た
が
、
天
文
十
八
年

(
一
、
五

四
九
)

に

來
朝
し
た
ザ
ヴ
イ

ェ
ル

×
巴
臼

が
先

づ
鹿
兜
島

に
上
陸

し
て
布
教
し
た
事
實

か
ら
考

へ
て
、
是
等

の
商
船

は
主
と
し
て
、
南
九

州

に
出
入

し

て
ゐ

た

も

の

と

思
は
れ
る
。

四
周
山
を
も

つ
て
園
ま
れ
た
鹿
児
島

は
大
隅

、
薩
摩
等

の
申
心
市
場

で
は
あ

つ
た
け
れ

ど
も
、
交
通
機
關

の
不
完
全
な
當
時

と
し

て
は
、
其

の

震

昌
齢.・野

餌
が
蝕
り
貧

弱

で
あ

つ
て
、
数
年

間
打
ち
績

ゐ

て
舶

載

せ
ら
れ

た
貨
物

の
消
化
力

な
き
窯
を
見
越

し
た
爲

め
か
、
或

ひ
は
布
敏
上

の
政
策

に
よ
る

か
、
恐

く
双
方

の
理
由

に
よ
る
も

の
で
あ
ら
ふ

が
、
天
文

十
九
年

の
ポ
ル
ト
ガ

ル
商
船

は
鹿
見
島
を
捨

て

」
平
戸

へ
入
港

(
註

コ

)
す

る
様

に
な

つ
て
居
る
。
爾
來
永
隷

四
年
頃

迄
約

十
年
間

の
平
戸

は
ポ

ル
ト
ガ

ル
商

人

の
猫

占
市
場

と
し
て
、
鰍
洲
、
印
度
、
南
洋
、
南
支
等

の
諸
國

の
物
産
山
積

し

て
、
松

浦

候

の
貿
易

政
策

宜
し
き

を

え

た

る

こ

と

と
、
布
敏

上

の
便
宜
が
多

か
つ
た
爲

め

に

一
大
貿
易

市
場

を
形
成
す

る
こ
と

に
成

つ

た
。卒

戸

に
於
け
る
ポ

ル
ト
ガ

ル
貿
易

に
よ

つ
て
内
外
人
共

に
莫
大
な
利

釜
を
お
さ
め
え
た

の
で
あ

つ
た
が
、
天

主
敏

を
中

心
と
す

る
外
交

關
係

の
圓
滑

を
訣
き

が
ち

で
あ

つ
て
、
絡

に
永
緑

五
年

(
一
、
五
六
二
)

に
卒
戸

に
入
港
し
た
商
船

は
亭
戸
を
す

て
て
大

村
領

に
あ
る
横
瀬
浦

に
移

る
こ
と
に
な

つ
た
(註

一
二
)
。

松
浦

法
印
が
常

に
嫌
敏
方
針

を
維
持
し

て
居

た
に
か

」
わ
ら
す

、
大
村

の
領
主
大
村
純

忠
は
貿
易

の
利
釜

に
着

眼
し

て
、
布
教

の
自
由

を
許

し
た
上

に
諸

税
を
冤

除

(註

】
三
)
し

て
誘
導
し
た

こ
と
が
其

南
轡
貿
易
概
観

四
三



南
蟹
貿
易
概
観

四
四

の
原
因

の
主
な
る
も

の
で
あ
ら

ふ
。
貿
易
並

に
布
敏

の
中

心
は

一
時

横
瀬
浦

に
移

つ
た
形

で
あ

つ
て
、
大
村
候

は
屡

々
同
地
を
訪

れ

て
敏
義

を
聞

き
、
絡

に
は
洗
禮
を
受
け
る
迄
に
な
り

、
有
馬
、
大

村
等

の
領
内

に
天
主
敏

の
傳
播

し
た

の
も
此
當
時

に
始

る

の

で
あ

る
。
大
村
候

の
所
謂

日
本
國
中
最
大
最
美

の
港

(
註

口
四
)
で
あ

る
横
瀬
浦

ヘ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
入
港
し

て
貿
易
し
た

の
は
前

後

二
同
丈

で
あ

つ
て
、
永
緑

六
年

に
領
内

の
反
天
主
敏
徒

の
手

で
此

地
が
僥

か
れ
た
爲

め

に
、
翌
七
年

に
來
航

し
た
商
船
は

止
む

な

く
雫
戸

へ
入
港

し
た
が
(
註

一
五
)。

翌
年

か
ら
は
大

村
領

の
幅
田
浦

へ
來

る
こ
と

に
成

つ
た
(註

=
ハ
)
。

輻

田
は
港
と
し

て
不

適
當

で
あ

る
と
同
時

に
、
貿
易
市
場
と
し

て
も
不
向

で
あ

つ
た
爲
め

に
、
其

以
後

四
五
年

の
間

は
此
虞
を
中

心
に
し

て
良
港
を
求

め

て
居

た
様

で
あ

る
。

ポ

ル
ト
ガ

ル
人

が
最
後

に
求

め
え
た
港

は
大
村
領
内

に
あ
る
長
崎

で
あ

つ
て
、
同
時

に
長
崎
は
封
葡

貿
易

の
行

は
れ
た
最
絡

の

場
所

と
な

つ
た
諜

で
あ
る
。
長
崎

と
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
と

の
交
渉
は
永
緑
十
年

(
一
、
五
六
七
)
イ

ル

マ
ン

・
ル
イ

ス

・
バ
ル
メ
イ

ダ

の
布
教

に
始

ま

つ
て
、
同
十
二
年

の
パ
ー
ド

レ

・
ガ

ス
パ

ル

・
ヴ

イ

レ
ラ
の
布
敏

と
ト
ド

ス

・
オ

ス

・
サ

ン
ト

ス
寺

の
建

立
が

之

に
次
ぎ
、
愈

々
貿
易
船

の
入
港
す

る

こ
と

に
な

つ
た

の
は
元
亀
元
年

(
一
、
五
七
〇
)

の
こ
と

で
あ
る
(
註

一
七
)
。

長
崎

は
此

か
ら
後
約
七
十
年

の
長

い
聞

ポ

ル
ト
ガ

ル
貿
易

の
市

場

と
な

り
、
天
主
敏
布
敏

の
稜
動

地
と
な

つ
て
、

一
方
に
貿
易
上

の
利

釜
を

撮
取
す

る
と
共

に
他
方
教

徒

の
数
を
増
す

こ
と

に
成

つ
た
。

日
本
西
敏
史

に
よ
れ
ば

(
註

一
八
)

「
基

督
教
師

が
、
曾

て
土
人
及
び
居
留

の
葡
萄

牙
人
を
扶

助
す
る
爲

め
長
崎

に
始

め

て
居
所
を
定
む

る
時

に
當
り

て
は
戸
歎

五

百

に
充
た

ざ
り
し
が
、
欧
洲

の
船
舶
績
來
し
商
費
品

を
輸
入

せ
し
以
來

、
土
地
日
に
開
け
、
繁
榮

月

に
釜
し
、
極

め

て
便

宜
を



■

得
、

千

五
百
九
十
年

に
於

て
は
歌
洲

の
船
舶
第

三
月
よ
り
第

六
月
ま

で
停
泊
す

る
際
、
各

地
よ
り
來
往
す

る
商
及
び

工
人
等
を

除
き
五
千
人

の
多

き
に
及

ぶ
程
増
加

せ
り
。
」

る

と
あ
り
、
當
時

の
歌
態
を

お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
推
知
す

る

こ
と
が
出
來

る
課

で
、

日
増

し
に
伸
び
行

く
長
崎

の
す

が
た
を
彷
彿

た
ら

し
め
る
も

の
が
あ
る
。
領

主
大
村
氏

の
疲
護

が
長
崎

の
繁
榮

に
預
か

つ
て
力

の
あ
る

こ
と
は
勿
論

で
あ

つ
て
、
元
魑

二
年

に
共

の

臣
朝

長
封
馬
を
し
て
市
街

の
地
割
を
行
は

し
め
た
り

、
或

ひ
は
長
崎
、
茂
木

の
地
上
椹

を
耶
蘇
會

に
附
與

し
た
り
等
、
多
大

の
便

宜
を
與

へ
て
居
る
事
實
が
之
れ

を
誰
明
す
る
課

で
あ
る
。

長
崎
並

に
茂
木

の
地
上
灌

が
耶
蘇
會

の
手

に
離
し
た

の
は
天

正
八
年

の

こ
と

で
あ
り
、
浦

上

の
地
上
椹

は
天

正
十

二
三
年

(
一
、
五
八
四
-

一
、
五
八
五
)
頃

で
、
後
者
は
有
馬
候

の
寄
進

に
よ
る
も

の
だ

と
云
は

れ
て
居

る
(
註

一
九
)
。

先

に
永
豫

十

一
年

(
一
、

五
六
八
)
織

田
信

長
が
京
都
四
條

坊
門

に
南
攣
寺

を
建

て
し
め
、
近
江

甲
賀

郡
五
百
貫
丈

の
土
地
を
寺
領

と
し
た

こ
と
と
思

ひ
合

せ

て
、
天
主
教

の
當
時
占

め
て
居
た

地
位

が
如
何

に
大
き

い
も

の
で
あ

つ
た

か
を

う
か
が
ひ
知
る

こ
と
が
出
來

る
。

海

の
大

日
本
史

の
著
者

は
當

時

の
耶
蘇
教

に

つ
い
て
(
註
二
〇
)
、

「
西
教
我

に
入
り

て
蝕

に
至
る
僅

か

に
三
+
鹸
年

に
し

て
、
日
向
大
隅

を
除
く
九

州

一
圓
、
京
大
阪
、
仙
壼

、
加
賀
等
所
在
寺

院
を
設
け
、

日
本

在
留

の
宣
教
師

三
百
飴

人
、
寺
院

二
百

五
十
箇

所
、
信

徒
三
百
萬
饒
入

に
達
し
、
名
門
豪
族

の
洗

禮
を
う
け

耶
蘇
名

の
印
を
用

ゐ
、
十
字
架

を
家
紋

と
す

る
も

の
あ
る
に
至
り

、
全
國

に
在

て
此
敏

の
行

は
れ

ざ
る
所
僅

に
十
四
州
。
」

と
述

べ
て
居

る
が
三
百
萬
人

の
信
者

は
當
時

の
総
人

ロ
の
七
分

の

一
に
相

當
す
る
課

で
あ

つ
て
恐
ら
く
其

五
分

に
も
達

し
て
居
な

南
蟹
貿
易
概
観

四
五

●



南
璽
貿
易
概
観

囚
六

か
つ
た

こ
と
で
あ

ら
ふ
。

耶
蘇
會

の
通
信

中

に

(
註
二
国
)

「
日
本

に
於
け
る
キ
リ

シ
タ

ン
の
総
数

は
約

三
萬
人
な
る
べ
く

、
日
本

全
國

に
於

て
は

キ
リ

シ
タ

ン
の
数
大

に
増
力
す
。
」

と
傳

へ
天

正
七
年

十

一
月
二
十
七

日

(
一
、
五
七
九
、
一
二
、
一
五
)
付

の
カ
リ

ヤ
の
書
簡

に
は
(
註
二
二
)
「
十
萬
人
内
外
な

る

べ
し
」
、
と
あ
り

、

日
本
西
教
史

に
も
其
れ
と
同
様

の
記
事

(
註
二
三
)
の
あ
る
こ
と

見

れ
ば

三
百
萬

人
迄
は
と

て
も
な

い
が
當
時

非
常

な
勢

で
増
加
し

て
居

た
こ
と
は
事
實

で
あ
る
。
漸

亥
勢
力
を

え
て
來

た

キ
リ

ス

ト
教

に
封
す

る
禁
教

の
鋒
火
は
天
正
十
五
年

(
一
、
五

八
七
)
、
當
時
九

州
に
遠

征
中

で
あ

つ
た
秀
吉

に
よ

つ
て
學

げ
ら
れ

る
こ
と

に
な

つ
た
。
先
き

に
耶
蘇
…會

に
よ
つ
て
占
有

せ
ら
れ
た
長
崎
等

の
土
地
を

お
さ
め

て
公
領

と
な
し

(
註
二
四
)
、

禁
…教
の
令
を
磯

し

た

こ
と
之

で
あ

る
。
松

浦
家

文
書

に
よ
れ
ば

(註
二
五
)

一
、

日
本

は
帥
國
た
る
所

に
に
切
利

支
丹
國
よ
り
邪
法
を
授
け
候
義
甚
以
不
可
然

事

・

レ

レ

一
、
共
國

郡

の
者

を
近
付
門
徒

に
な
し
、
紳
杜
佛

閣
を
う
ち
破

る

こ
と
前
代
未
聞
候
、
國
郡
在
所
奉
行
等
給

人

に
被

下
候
義
は

レ

.

當
座
事
に
候
、
天
下
よ
り
御
法
度
相
守
、
諸
事
可
得
其
意
候
虜
下
々
と
し
て
狸
義
曲
事
候
事

レ

レ

剛

一
、
俘
天
連
共
知
慧
の
法
以
心
ざ
し
次
第
檀
那
を
持
候
は
ん
と
被
思
召
候
庭
如
右
日
域
の
佛
法
を
相
破
候
條
、
俘
天
連
の
儀
日

二

一

レ

本
の
地
に
は
被
爲
置
間
敷
候
聞
今
日
よ
り
二
十
日
の
間
に
用
意
仕
可
蹄
國
候
、
共
内
下
々
俘
天
蓮
に
不
謂
族
申
懸
者
在
之
は

レ

レ

ニ

一

レ

レ

曲
事
た
る
べ
き
事

一
、
黒
船

の
義
は
商
費
の
事
候
聞
各
別
候
之
條
年
月
を
経
諸
事
費
買
可
仕
事

レ

一
、
自
今
以
後
佛
の
妨
を
不
成
輩
は
、
商
業
の
儀
は
不
及
申
候
、
何
に
て
も
吉
利
支
丹
固
よ
り
往
還
不
苦
候
條
可
得
共
意
事

レ

レ

レ

レ

一】

一

の



一天
正
十
五
年
六
月
十
九
日

と
あ
つ
て
、
壁
頭
第

一
に
天
主
教
に
封
す
る
政
策
を
表
明
し
て
、
布
教
丈
を
禁
つ
る
の
で
あ
つ
て
、
黒
船
の
儀
は
商
費
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
何
時
迄
も
來
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
結
ん
で
彼
の
通
商
政
策
を
併
せ
て
明
瞭
に
し
て
居
る
。
此
布
告
に
よ
つ
て
長
崎
在

留
の
宣
教
師
は
勿
論
の
こ
と
、
漸
次
全
國
に
及
ん
で
此
れ
が
樹
策
に
苦
心
し
た
事
が
日
本
西
教
史
に
物
語
ら
れ
て
居
る
(註
二
六
)。

秀
吉
は
十
五
年
に
長
崎
等
を
耶
蘇
會
の
手
か
ら
波
牧
し
て
公
領
と
し
た
が
、
翌
十
六
年
に
な
つ
て
初
め
て
代
官
を
お
く
こ
と
に
し

て
、長

崎
蓬
近
年
件
天
連
令
知
行
分
事
御
代
官
被
仰
付
候
間
致
取
沙
汰
物
成
等
可
運
上
候
也

天
正
十
六
年
卯
月
二
日

秀

吉

朱

印

鍋
島
飛
弾
守
殿

へ

と
令
歌
を
交
付
し
(註
二
七
)、

更
に
戸
田
、
淺
野
の
爾
候
を
し
て
長
崎
の
取
締
令
を
次
の
如
く
嚢
せ
し
め
て
居
る
(註
二
八
)。

定

一
、
當
時
御
料
所
に
被
仰
付
上
は
非
分
の
義
有
之
闇
敷
事

一
、
有
様
の
御
公
物
納
可
申
上
迄
横
没
不
可
有
事
附
り
地
子
共
得
上
意
可
冤
之

一
、
當
所
の
儀
此
爾
人

へ
被
仰
出
候
間
爲
代
官
鍋
島
飛
弾
守
に
預
置
候
何
も
可
得
其
意
事

南
蟹
貿
易
概
観

四
七



◎

南
蟹
貿
易
概
魏

一
、
黒
般
の
儀
前
々
の
如
く
た
る
へ
き
の
旨
地
下
人
馳
走
と
し
て
當
所

へ
可
相
付
事

一
、
自
然
下
と
し
て
不
謂
義
申
懸
る
者
有
之
共

一
切
承
引
仕
間
敷
事

右
之
旨
相
背
輩
於
有
之
者
急
度
爾
人
方
へ
申
越
堅
く
可
申
付
者
也
伍
如
件

天
正
十
六
年
五
月
十
八
日

四
八

戸

田

民

部

少

輔

淺

野

弾

正

少

弼

更

に
徳

川
時
代

に
な

つ
て
か
ら
も
大
腿

同
様

の
方
針
を
踏
襲
し

て
、
布
教
禁

止

の
令
を
度

々
出
し
、
天

主
敏
徒

に
迫
害

を
加

へ

る
傍

ら
貿
易

に
封

し
て
は
極
め

て
寛
大

な
態
度

を
持
し
、
寧

ろ
進

ん

で
共
振
興
を
は

か

つ

た

こ

と

さ

へ
屡

々
あ
る
。
慶
長
十
八

年

に
は
宗
門
檀

那
請
合

の
掟

十
五

ヶ
條

を
制
定
し

て
邪
宗
を
禁

じ
、
更

に
件
天
連
追
放
文

を

草

し
た

事

實

が

禁
令
考

に
見

え
て

居
る

(註
二
九
)
、

恐
く
此
れ
が
徳

川
幕
府

と
し

て
法
文

に
あ
ら
は

し
た
最
初

の
禁
昏

で
あ

つ
た
こ

と

と

思

は

れ

る

が

異
詮

も
あ

る
(
註
三
〇
)
。

元

和
二
年

(
一
、
六

一
六
)

の
禁

止
令

に
よ

つ
て
宗
門
改

め
が
初

め
ら
れ

て
か
ら
天
主
教
徒

に
封
す

る
迫
害

が
釜

々
甚

だ
し
く
な

つ
て
、
終

に
は
貿
易

上

の
利
釜
迄

も
犠

牲

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
な

つ
て
來
た
。

そ
れ

に
關
す

る
法
令

の

主
な

る
も

の
が
三

つ
あ
る
が
、
之
れ
を

示
し

て
見

る
と
次

の
如

く

で
あ
る
(
註
三

一
)
。

わ

邦
人
渡
航
制
限
令

(

畳

,

噺



一
、
異
國
え
奉
書
船
之
外
舟
遣
候
儀
堅
停
止
之
事

一
、
奉
書
船
之
外
に
日
本
人
異
國
江
遣
申
間
敷
候
若
忍
候
而
乗
ま
は
り
候
も
の
於
有
之
は
其
も
の
は
死
罪
其
船
並
船
主
共
に
留

置
言
上
可
仕
之
事

一
、
異
國
え
渡
り
佳
宅
在
之
日
本
人
來
候
は
曳
死
罪
可
申
付
候
但
不
及
是
非
仕
合
有
之
而
異
國
に
致
逼
留
五
年
よ
り
内
に
罷
録

候
も
の
は
途
穿
墾
日
本
に
と
ま
り
可
申
に
つ
き
て
は
御
冤
併
異
國
え
又
可
立
蹄
に
お
い
て
は
死
罪
可
申
付
候
事

、
件
天
連
宗
旨
有
之
所
え
は
從
爾
人
可
申
遣
之
事

、
俘
天
連
所
人
ほ
う
び
の
事

附
上
之
所
人
に
は
銀
百
枚
そ
れ
よ
り
下
は
共
忠
に
し
た
が
ひ
可
相
計
事

二
、
異
國
船
申
分
有
之
而
江
戸
え
言
上
之
問
番
船
之
事
如
前

々
大
村
え
可
申
越
之
事

一
、
俘
天
連
宗
旨
弘
候
南
攣
人
共
外
悪
名
之
も
の
有
之
時
は
如
前
々
大
村
方
之
籠
に
可
入
置
之
事

一
、
件
天
蓮
之
儀
船
中
之
改
迄
入
念
可
申
付
事

一
、
諸
品

一
所
え
買
取
申
儀
停
止
之
事

一
、
奉
公
人
於
長
崎
異
國
船
之
荷
物
唐
人
前
よ
り
直
に
買
取
候
儀
停
止
之
事

一
、
異
國
船
荷
物
之
書
立
江
戸
え
注
進
候
而
返
事
無
之
以
前
に
も
如
前

々
商
費
可
申
付
事

一
、
異
國
船
に
つ
み
來
り
候
白
糸
直
段
を
立
候
而
不
残
五
ケ
所

へ
割
符
可
仕
之
事

南
蟹
貿
易
概
観

四
九



南
攣
貿
易
概
観

五
〇

一
、
糸
之
外
諸
色
之
儀
糸
之
直
段
極
候
而
之
上
相
封
次
第
商
費
可
仕
之
事

附
荷
物
代
銀
直
段
立
候
而
之
上
可
爲
二
十
日
切
之
事

一
、
異
國
船
も
と
り
候
事
九
月
二
十
日
切
た
る
べ
き
こ
と
、
但
邊
來
候
船
は
着
候
而
五
十
日
切
た
る

へ
き
こ
と

一
、
異
國
船
費
淺
し
之
荷
物
預
置
候
義
も
叉
預
り
候
事
も
停
止
之
事

一
、
五
ヶ
所
之
商
人
長
崎
え
來
着
候
儀
七
月
二
十
日
切
た
る
へ
し
そ
れ
よ
り
遅
く
参
候
者
は
割
符
を
は
つ
し
可
申
事

一
、
薩
摩
弔
戸
共
外
い
つ
れ
之
浦
に
着
候
船
も
長
崎
の
糸
之
直
段
之
如
く
た
る
へ
し
長
崎
に
て
直
段
立
候
は
ぬ
以
前
商
責
停
止

之
事

右
之
條

々
可
被
可
此
旨
も
の
也
伍
執
達
如
件

寛
永
十
年
酉
二
月
二
十
八
日

大 讃 信 丹 伊

賀

(内
藤
)

後

(
稠
葉
)

濃

(永
井
)

岐

(
酒
井
)

炊

(
土
井
)

曾
我
叉
左
衛
門
殿



今

村
傳

四
郎
殿

の

邦
人
渡
航
禁
止
令

(

定

一
、
異
國
え
日
本
之
船
遣
候
儀
堅
く
停
止
之
事

・

一
、
日
本
人
異
國
え
不
可
遣
候
條
思
ひ
候
に
乗
渡
候
者
於
有
之
者
共
身
は
死
罪
其
船
並
船
主
と
も
留
置
可
言
上
事

一
、
異
國
え
渡
り
佳
宅
仕
日
本
人
來
候
は

」
死
罪
可
被
申
付
事

一
、
切
支
丹
宗
旨
之
有
之
所
は
從
爾
人
可
被
逐
せ
ん
さ
く
事

一
、
切
支
丹
訴
入
褒
美
の
事

伴
天
蓮
之
訴
人
は
其
事
に
よ
り
或
ひ
は
三
百
枚
或
は
二
百
枚
た
る
べ
し
共
外
は
此
以
前
の
こ
と
く
相
斗
可
申
付
事

一
、
異
國
船
申
分
有
之
而
江
戸
え
言
上
候
之
聞
番
船
之
事
此
以
前
よ
り
の
こ
と
く
大
村

へ
可
申
越
事

一
、
俘
天
連
法
弘
候
南
攣
人
其
外
悪
名
之
者
有
之
時
は
前

々
之
如
く
大
村
之
牢
に
可
入
事

一
、
俘
天
連
之
儀
船
中
之
改
迄
入
念
可
申
事

一
、
南
攣
人
子
孫
不
残
置
詳
に
堅
く
可
申
付
事
若
令
違
背
淺
置
族
有
之
に
お
い
て
は
共
者
は
死
罪

一
類
之
者
科
之
輕
重
に
よ
ウ

可
申
付
事

一
、
南
螢
人
長
崎
に
て
持
候
子
併
右
之
子
供
之
内
養
子
に
仕
族
之
父
母
等
悉
難
爲
死
罪
身
命
を
助
け
南
攣
人
え
被
遣
候
間
自
然

雨
蟹
貿
易
概
観

五
一



南
…璽
貿
易
概
観

五
二

彼
者
共
之
内
重
而
日
本

へ
來
る
頃
叉
は
書
通
於
有
之
者
本
人
は
勿
論
死
罪
親
類
以
下
迄
随
科
の
輕
重
可
申
付
事

一
、
諸
色
以
下

一
所
に
買
取
候
儀
停
止
之
事

一
、
武
士
之
面
々
長
崎
に
お
ゐ
て
異
國
船
の
荷
物
唐
人
前
よ
り
直
に
買
取
候
儀
停
止
之
事

一
、
異
國
の
荷
物
書
立
江
戸
え
注
進
費
買
可
申
事

一
、
異
國
船
に
積
來
候
白
糸
直
段
を
立
候
而
不
淺
五
ケ
所
其
外
書
付
之
所
割
合
可
遣
事

一
、
糸
之
外
諸
色
之
儀
は
糸
の
直
段
極
候
而
の
上
相
封
次
第
商
費
可
仕
但
唐
船
は
小
船
之
事
に
候
聞
見
斗
可
申
付
事

附
荷
物
之
代
物
直
段
立
候
而
の
上
可
爲
二
十
日
切
事

一
、
異
國
船
戻
り
は
九
月
二
+
日
切
若
逞
來
船
は
着
候
而
五
十
日
切
但
唐
船
之
見
計
加
利
宇
多
よ
り
少
跡
に
出
船
可
申
事

一
、
異
國
船
費
淺
之
荷
物
預
ケ
置
候
も
叉
預
り
候
儀
も
停
止
之
事

一
、
五
ケ
所
総
代
之
者
長
崎
参
着
可
爲
七
月
五
日
切
夫
よ
ウ
逞
く
参
候
者
割
符
を
は
つ
し
可
申
事

一
、
平
戸

へ
付
候
船
も
長
崎
に
て
直
段
立
候
牛
以
前
に
費
買
停
止
之
事

以

上

寛
永
十
三
年
五
月
、十
九
日

加

賀

守

(堀
田
)

豊

後

守

(阿
部
)



伊

豆

守

(
松
亭
)

讃

岐

守

(
酒
井
)

大

炊

頭

(土
井
)

榊

原

飛

弾

守
殿

馬
場
三
郎
右
衛
門
殿

勾

鎖

國

令

(

條

々

】
、
日
本
國
被
成
御
制
禁
き
り
し
か
ん
宗
門
之
儀
乍
存
其
趣
弘
彼
法
之
者
ヲ
今
密
々
差
渡
之
事

一
、
宗
門
之
族
結
徒
黛
企
邪
義
則
御
謙
罪
之
事

一
、
件
天
連
同
宗
旨
之
者
か
く
れ
居
る
所

へ
彼
國
よ
り
つ
玉
け
の
物
邊
あ
た
ふ
る
事

右
因
蝕
自
今
以
後
か
れ
う
た
渡
海
の
儀
被
停
止
之
事
此
上
者
若
差
渡
に
お
い
て
は
破
却
其
船
併
乗
來
者
悉
可
庭
斬
罪
之
旨
所

被
仰
出
也

循
執
達
如
件

寛
永
十
六
年
七
月
五
日

封

馬

守

(安
藤
)

南
蟹
貿
易
概
…観

五
三



■南
轡
貿
易
概
観

五
四

'

豊

後

守

(
阿
部
)

伊

豆

守

(
松
亭
)

加

賀

守

(
堀
田
)

讃

岐

守

(
酒
非
)

大

炊

頭

(
土
井
)

掃

部

頭

(井
伊
)

即
ち
右

に
掲
げ
た
禁
令

に
よ

つ
て
明

か
に
せ
ら
れ

て
居

る
檬

に
、
寛

永
十
年

(
一
、

六
三
三
)

に
奉
書
船

以
外

の
海
外

に
出
つ
る

と
と
を
嚴
林
示
し
た

が
、
ま
だ
朱

印
般

に
封
し

て
は
何
等

の
制
限
を
加

へ
る
ま

で
に
は
な

つ
て
ゐ
な

か

つ
た
。
十

一
年
、
十

二
年

に

績

ゐ
て
獲

せ
ら
れ
た
も

の
に
も
何
等
攣

っ
た
所
が
見
出

せ
な

い
。
然

る
に
十
三
年

(
一
、
六

三
六
)

に
は
前
例
を
破

つ
て
奉
書

船

と
難

も
海
外

に
渡
航
す
る
こ
と
を
嚴
禁
す

る
と
云

ふ
こ
と
に
成

つ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
邦
人

の
海
外
獲

展

の
途
は
完
全

に
封

ぜ
ら

れ
る
こ
と
に
成

つ
た
課

で
あ

る
。
然

も
外
國

に
居
佳

し

て
居

る
日
本

人
が
若

し
麟
國
す

る
様
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
悉
く
死
罪

に
す

る

と
云

ふ
の
で
あ
る
か
ら
飴
程
從
來

の
も

の
と
攣

つ
て
居
る
。
更

に
國
内

に
在
留

し

て
居
た
南
螢
人
及
共
關
係

の
者

二
百
八
十

七

人

の
も

の
を

マ
カ
ヲ
に
放
遽

し

て
、

一
部

の
商
人
丈
を
出
島

に
居

住

せ
し
め
て
市
内

に
散
宿
す

る
こ
と
を
禁

じ

て
居

る
(註
三
二
)
。

幕
府
は
そ
れ
丈

で
は
伺
安
心
す

る
こ
と
が
出
來
な

か

つ
た
爲

め

に
十
五
年

の
八
月

に
太

田
備
申
守

を
特

使
と
し

て
長
崎

へ
遣
は
し

て
、
南
攣
人

の
渡
海
す

る
こ
と
を
嚴
禁

し
て
、
入
港
中

の
商
船
及
出
島
在
留

の
南
攣

人

一
人
淺

ら
す

麟
國
す

べ
き

こ
と
を
命
ぜ
し



め
同
時

に
之
を
實
行

し

て
居

る
。
更

に
翌
十
六
年
七

月

(
一
、
六

三
九
、

八
)

に
井
上
筑
後

守
を
長
崎

に
派
遣
し

て
、
共
夏
入
港

し
た
ポ

ル
ト
ガ

ル
商
船

に
貿
易
禁

止

の
命
令
を
傳

へ
し
め

て
、
若

し
再

び
渡
來
す
る
様

な

こ
と
が
あ
れ
ば
船
を
沈
め

て
乗
組

員
全

部
を

死
刑

に
虞

す
る
旨
聲
明

せ
し
め

て
居

る

こ
と
は
前
掲
鎖
國
令

に
示

さ
れ
た
通
り

で
あ

る
。
翌
年
五
月
十
七

日
戸
町
浦

口
に
つ

い
て
、
通
商
を
乞

ふ
ポ

ル
ト
ガ

ル
船
を
焼
却

し

て
、
船
員

七
十
四
人

の
内

六
十

一
人
を
死
罪

に
塵

し
、
淺

り
を
蹄
國

せ
し
め

て
、

(註
三
三
)
此
法
令
を
實
行

し
た
爲

め
、
そ
れ
以
後
渡
來

し
な
く
な

つ
た

や
う
で
あ

る
。

天
主
敏

が
幕
府

の
法
令

に
よ
つ

て
禁

ぜ
ら
れ
て
以
來
寛
永

二
十
年

(
一
、

六
四
三
)
迄

三
十
年

聞

に
布
敏
者

の
潜
入
を
企

て
た

も

の
は
、
前
後

十
三
同
約

七
十
五
人

で
あ

る
。
そ
れ
を
會

別

に
す
れ

ば
ゼ

ス
ス
會
三
十
二
人
、

フ
ラ

ン
シ
ス
コ
會

十
八
人
、

ド

ミ

ニ
コ
會

十
六
人
、

オ
ゴ

ス
チ
ノ
會
九
人

で
あ
り
、
國
籍

に
別

れ
ば
イ

ス
パ

ニ
ヤ
人
三
十
人

、

日
本

人
十
七
人
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
十

二
人
、
(
こ
の
中

に
日
本
人

と

の
混
生

一
人
)
、
イ

タ
リ

ヤ
人
十

一
人
、

フ
ラ

ン
ス

・
フ
ラ

マ
ン

・
ポ
ー

ラ

ン
ド
が
各

一
人
、
國
籍

不
明

の
者

二
人

(
但

し
以
上
.の
計
敷
中
多
少
疑

ひ

の
あ

る
分
も
推
定

で
分
類

し
た
。
最
後

の
二
人
は

日
本

人
か
と
も
思

は
れ

る
)

で
あ

る
と

の
意
味

の
事
柄

を
姉
崎
博

士
が
護
表

し

て
居
ら
れ
る
(
註
三
四
)
。

叉
千
六
百
十
七
年

(
元
和
三
年

)
頃

に
は
ゼ

ス
ス
會

だ
け
で
三
十
四
人

の
敏
師
、

そ

の
他

の
會

で
十
五
六
人

の
激

師
が
日
本

に
來

て
居
り
、
信

徒

の
激
も
十
萬

以
上
あ

つ
た

に
違

ぴ
な

い
と
断

言

せ
ら
れ

て
居

る
(
註
三
五
)。

永
緑
十

二
年

(
一
、
五
六
七
)
以
來
寛

永
元
年

(
一
、
六

二
四
)
末
迄

凡
そ

五
十

八
年
間

に
百

六
十
六
同

の
多
き

に
亙

つ
て
刑
死

せ
る
も

の
算

な
き
状
態

(
註
三
六
)
と
併

せ
て
考

へ
れ
ば
如
何

に
當
時

の
布
敏

が
眞
創
味
を

帯
び

て
居
り
、
信

徒
が
眞
面

目
で
あ

つ
た
か
を
想
像
す

る
こ
と
が
出
來

る
。
幕
府

の
當
局
者

が
同
を
重
ね
て
布
教
を
禁

じ
、
能

ふ

南
轡
貿
易
概
観

五
五



南
蟹
貿
易
概
魏

五
六

か
ぎ

り

の
手
段

を
め
ぐ
ら

せ
る

に
も
拘

ら
す

、
充
分

な
効
果

を
學
げ

る
こ
と

が
出

來
な
く

て
、
絡

に

一
大
英
断
た

る
貿

易
禁

止
令

を
布
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

つ
た

の
で
あ
る
。

天
文

十

一
年
初
め

て
我
國

に
漂
着

し

て
以
來
約

百
年

の
永

き
期
聞

に
亙

つ
て
薩

南

の
諸

港
、
豊
後

の
府
内
臼
杵
等
よ
り
韓

じ

て

地
勢

上
か
ら
見

て
も
、
経

濟
的

に
考

へ
て
も
有
利

な
平
戸
、
長
崎
を
中

心
と
し
我
國

の
文
化
開
稜

上
重
大
な
意
義
を
持

つ
て
居
た

ポ
ル
ト
ガ

ル
貿
易
も
、
主

と
し
て
宗
敷

上

の
理
由

か
ら
漸
次
共

の
貿

易
上
に
制

限
を
加

へ
ら
れ

る
こ
と

に
成

つ
た
。

寛
永

十
三
年

に
は
其
年
築
造

の
完
成

し
た
出
島

に
移

さ
れ

て
、
僅

か
に
三
千
九
百

六
十
九
坪
絵

の
面
積

内
丈

の
自
由

し
か
與

へ
ら
れ
す

に
、
嚴

重
な
監
督

の
下

に
貿
易
す

る
こ
と
に
甘
ん
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な

か

つ
た
。
然

も
共
制

限
貿
易
さ

へ
も
前
後

二
三
同
丈
許

さ
れ
た

の

み
で
十

五
年
、
十
六
年

の
二
ヶ
年

に
渡

つ
て
以
後
貿

易
す
る

こ
と
を
嚴
禁
す

る
旨

を
達

せ
ら
れ

て
、
最
後

に
の
こ
さ
れ
た
出
島

と

も
別

れ
て
了

は
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
後

二
年

に
し

て
出
島

に
和
蘭
人

が
居
佳
す

る
や
う

に
成

つ

て
日
本

に
於

る
貿
易
櫨

を
奮
は

れ
た
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
は
、
そ
れ
と
相
前
後

し

て
東

洋
各

地

の
市
場
を
も
併

せ
て
和
蘭
人

の
手

に
奪

わ
れ

る
こ
と
に
成

つ
た
。

(
註

一
〇
)

嵐
一一a
o
曾

二
σ
乙
や
も
∴
Wいー
い
N
・

(
註

一
一
)

日
本
西
…教
吏

上
巻

六
七
頁
O

(
註

=

一)

大
村
記

(史
籍
雑
纂
牧
録
)

一
、
永
録
五
年
、
横
瀬
浦
之
南
蟹
船
入
津
、
同
十
年
迄
來
る
、
同
十

一
年
幅
田
浦
之
入
津
、
元
亀
元
年
長
崎
浦
に
入
津
と
也
と
あ
り
。

大
村
家
秘
録
に
も
同
じ
意
味
の
記
事
が
あ
ろ
o

(
註

】
三
)

菅
沼
貞
風
、
平
戸
貿
易
誌

二
七
頁
。



(
註

一
四
)

日
本

西
教
史

上
巻

二
〇

五
頁

o

(
註

一
五
)

耶
蘇
會

士
日

本
通
信

上
巻

一
〇
頁

一
一
頁

。

(
註

一
六
)

日
本

西
教
史

上
巻

二
一二
〇
頁

二
三

】
頁
o

(
註

一
七
)

長
崎
拾

芥
集

(
檀
史
籍
集

萱
牧
録

)

・
(
註

一
八
)

上
巻

五

一
入
頁
。

(
註

一
九
)

長
崎

と
海
外
丈

化

上
巻

二
三
頁

。

(
註

二
〇
)

海

の
大
日
本
史

上
巻

二
〇
三
頁

。

(
註

二

一
)

耶
蘇

會
士
日
本

通
信

下
巻

九

二
頁

一
二

三
頁
o

(
註

一
=
一
)

同

四
七
六
頁
。

(
註

二
三
)

上
巻

四
八
〇
頁
o

(
註

二
四
)

長
崎
略
史

上
港

五
頁
。

(
註

二
五
)

菅
沼

貞
風

、
前

禍
書

三

八
頁

三

九
頁
。

(
註

二
七
)

長

崎
略
史

上
巻

五
頁

(
註

二
八
)

菅
沼
貞
風

、
大

日
本
商
業
史

三

二
四
頁
。

(
註

二
九
)

徳
川
禁
令

考
、
第
六
鉄

、
第

四
十

一
章
、
慶

長
十

八
癸

丑
年

五
月
邪

宗
門

吟
味

之
事
の
項

へ
註

三
〇
)

長

沼
賢
海

、
宗
旨

入
別
改

め
の
襲

逮

一
六
頁

(
史
學
雑
誌

四
〇

ノ

一
一
)

(
註

三

一
)

徳
川
禁
令

考
、
第
⊥
ハ
族

、
第
⊥
ハ
十
七

章
、
内
外

制
禁
條
目

自

五
六
五
頁

至

五
七

一
頁
。

(
註

三

二
)

長
崎
略
史

上
巻

三

一
頁
o

.

南
蟹

貿
易
概
槻

=

一
〇
頁

一
三
〇
頁
。

五
七

■



●

(
註

三
三
)

(
註

三
四
)

(
註

三
五
)

(
一註
一一工
ハ
)

南
轡
貿
易
概
観

五
八

異
國
往
來
略
譜

巻
三

二
枚
、
三
教
Q

妨
崎
正
治
、
切
支
丹
教
師
の
日
本
潜
入

(
下
)
八
五
頁

八
六
頁

(史
學
雑
誌
四
〇
ノ
六
)

同

入
、
日
本
切
支
丹
と

ロ
マ
教
皇
と
の
交
通
ー

バ
ル
ベ
リ

ニ
丈
書
の
署
名
者
と
其
の
蓮
命
ー

(史
學
雑
誌
三
九
ノ
ニ
)

惣

鮮
血
響

畠

三
九
頁

至
五

;
一頁
。

四

ポ

ル

ト

ガ

ル
人

に
次

い
で
我
國

の
市

場

に

あ

ら
わ

れ

た

の
は

ス

ペ
イ

ン
人

で
あ

つ
た

が
、

當

時

の

ス
ペ
イ

ン
は

ポ

ル

ト
ガ

ル
と

相

並

ん

で
海

外

獲

展
史

上

に
重

要

な

地
位

を

占

め

て
居

た
。

此

二

大
海

軍

國

は

千

四
百

九

十

四
年

(
明

鷹

三
年

)

の
條
約

に
よ

つ

て
植

民

地
分

界

線

を
北

緯

四

十
度

か

ら

五
十

度

の
間

に
定

め

て
洋

を
東

西

に
二
分

し

て

(
註
三
七
)
、

ス
ペ
イ

ン
は

ネ

ザ
ー

ラ

ン
ド

名
舞

巴

§
島
、

ナ
ポ

リ

蜜

で
寡

、

ミ
ラ
ノ

冨
諄
3

、

シ

シ
リ

ー

ω
三

団
、

サ

ル
ヂ

昌
ヤ

。。
母
象
5
貯

等

の
欧

州
諸

國

を

初

め

、
加

州

、

メ
キ

シ

コ

嵐
・・
一8

、
キ

ユ
ー

バ

9
冨

よ

り
中

米

に
及

び

、
更

に
南

米

ギ

ア

ナ

o
爵

鍔

、

ペ

ル

零
旨

、

チ
リ

o
茗

一
、

リ

ヲ

・
デ

・

ラ

・
プ

ラ
タ

空
。
餌巴
曽
コ
欝

等

の

南

米
諸

洲

に
併

呑

し

て
、

千

五
百

二
十

一
年

(
大

永

元

年

)

に
は
東

洋

に
進

出

し

て

フ
イ

リ

ツ

ピ

ン
郡

島

を

併

せ
て

、
彊

大

な

海

上
灌

を

掌

握

す

る

こ

と
に
成

つ
た

(註
三
八
)。

ブ
イ

リ

ツ
ピ

ン
進

出
後

は

ル

ソ

ン
を

根

擦

地

と
し

て

メ
キ

シ

コ
貿
易

を
螢

み
、
更

に
鱒

じ

て
我

國

と

貿
易

を
開

く

様

に
な

っ
た
。

天
文

十

八
年

(
一
、

五

四
九

)

に
豊

前
國

八
ッ
屋

浦

に
着

岸

し

友

商

船

が
其

最

初

の
も

の
で

あ

つ

て

(註
三
九
)、

共

後

永

緑

七



6

年

(
一
、

五
六
四
)
肥
前

の
五
島

へ
、

同
十
年

(
一
、
五
六
七
)
肥
後

の
天

草
郡
南
濱

へ
、

翌
十

一
年
紀
伊

の
雑
賀

浦
等

に
着

岸

し
て
貿
易

し
た
こ
と
も
あ

つ
た
が
、
天

正
八
年

(
一
、

五
八
〇
)
以
來

は
平
戸
を
其
貿
易
港

と
定
め
る
こ
と
に
成

つ
た
。
ポ

ル
ト

ガ

ル
人
が
大

村
領

へ
移

つ
た
爲

め
封
漱
貿
易

の
衰

へ
た
と

き

で
あ

つ

た

か

ら
h
領
主
松
浦

氏
と

の
關
係
も
極
め

て
圓
滑

に
進

ん

で
、
其
後

約

二
十
年

間
は
此
港
を
申
心

に
貿
易

を
螢

ん
で
居

た
。
慶
長

四
年

(
一
、
五
九
九

)
頃

に
な
る
と
和
蘭

と
云
ふ
競
孚
相

手
が

あ
る
の
で
、
商
業

上

の
利
潤
を
思

ふ
様

に
と
ら
れ
な

く
な

つ
て
、
封
西
貿
易
も
絡

に
杜
絶
す
る
様

に
な

つ
た

と
菅

沼
氏
は
述

べ
て
居

ら
れ

る
(
註
四
〇
)。

天

正
十

八
年

(
一
、
五
九

〇
)
に
な

つ
て
秀
吉
は
原
田
孫

七
郎

の
す

」
む
る
ま

、
に
、
比
島
経

輪
を
計
書

し

て
、
九
月
十

五
日

付

の
書
面
を
総

督

ゴ
メ

ス

・
ペ

レ
ス

o
。ヨ
。・
㌧
.尋

に
逡
く

る
こ
と

に
成

つ
た
。
共
内
容
は
朝

鮮

及
び
大
明
遠

征

に
封

し

て
援
兵

を

逡
れ
。
若

し
承

諾

せ
ぬ
様

で
あ
れ

ば
軍
兵
を
差
向
け

て
比
島
を
と

つ
て
了

ふ
と
云

ふ
意
味

の
も

の
で
あ

つ
た
。
此
問
題

に
っ

い
て

双
方

の
使
節

が
数
同
往
復

し
た
様

で
あ

る
け
れ

ど
も
要
領
を

え
な

い
中

に
秀
吉

が
死

ん
だ
爲

め

に
結
局
有

耶
無

耶
に
成

つ
て
了

つ

た
様

で
あ

る
(
註
四

一
)
。

同
じ
く
秀
吉
時
代

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ド

ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
テ
ル

U
8

写
・。鼠

。・8

↓
亀

の
比
島
総
督

に
就
任
し

た
千

五
百
九

十
六
年

(
慶
長

元
年
)

に
、

メ
キ

シ

コ
に
行
く
爲
め

に
ル
ソ

ン
を
出

た

ス
ペ
イ

ン
貿
易
船

二
艘

が
途
中

で
遭
難
し
た

こ
と
が
あ

つ

た
。
世
ハ
の
中

の
サ

ン
・
ブ
イ
リ
ツ
プ

夢
Φ
ω
き

団
皆
で
號

は
長
崎

を
避
難
港

に
定
め

て
航

海
を
績

け
た

が
、
漂
流

し

て
針
路
を
誤

つ
た

爲

め

に
土
佐

の
浦
戸

に
着

い
て
了

つ
た
。
そ
れ
は
慶
長
元
年

十

一
月
十
七

日
の
出
來
事

で
あ

る
。
國

主
で
あ

つ
た
長
曾
我
部
元
親

南
蟹
貿
易
概
灘

五
九



南
蟹
貿
易
概
観

六
〇

が
此

旨
を
大

阪

に
傅

へ
た

の
で
、
増

田
右

工
門
尉

長
盛

が
派
遣

せ
ら
れ

る
こ
と
に
な

つ
た
が
、
長
盛

は
積
荷
全

部
を
公
牧
し

て
乗

組
員

四
十
饒
人
全

部
を
大
阪

へ
引

致

し

て
了

つ

た
(註
四
二
)
。

此
時

の
積
荷

は
縮

子
五
萬
端

を
初

め
金

欄
織

子
五
萬
端
、
唐
木

綿
二
十
五
萬

反
、
白
糸

十
六
萬
斤
等
が
主
な

も

の
で
あ

つ
て
、
鵬
鵡

・
爵

香

・
金
欄
緩

子
二
反
を
禁
申

に
献

し
、
更

に
揖
家

・
清

華

・
諸
侯

伯

・
士
大
夫

に
頒
ち
輿

へ
た
と
云

ふ
こ
と
で
あ
る
(
註
四
三
)。

此
事
件
を
機
會

に
し

て
近
畿

に
散
在

し
て
布
教

に
從
事

■

し
て
居
た
主
な

る
も

の
を
合

せ

て
二
十
六
人
を
逮

捕
し

て
、
翌

二
年

長
崎

で
斬

刑

に
庭
し
(
註
四
四
)
、

船
員

に
は
小
船

を
與

へ
て

マ
ニ
ラ
に
蹄

る
こ
と
を
許

し
て
結
末
を
告
げ
た
様

で
あ

る
(註
四
五
)。

徳

川
氏

が
政
灌

を
掌

握
す

る
様

に
成

つ
て
か
ら
も
、
比
島
を
通

じ
て
の

ス
ペ
イ

ン
關
係

は
相
當

永
く
経
績

せ
ら
れ
た
様
で
あ

つ

て

菅

沼
氏

の
様

に
慶

長
四
年

を
も

つ
て
西
國
關
係

は
杜
絶
し
た

と
見
る

こ
と
は
如
何

な
も

の
で
あ
ら

ふ
か
。

モ
ル
ガ

の
書

申

に

は
家
康

が

ス
ペ
イ

ン
船

を
關
東

地
方

に
迎

へ
浦
賀

を
開
港
し

て
貿
易
を
開

く
希
望
を
有

し
、
南
部

の
諸
港

の
み
に
入
港
す
る
貿
易

船

を
誘

は
ん
と
し
た

こ
と
が
述

べ
ら
れ

て
居

る
(
註
四
六
)。

大

日
本
史
料

に
は
激

ヶ
所

に
亙

つ
て
家
康
及
秀
忠

と
比
島
総
督

と
の

間

に
文
書

並

に
進
物

の
購
答

の
行

は
れ
た
こ
と
が
記
載

せ
ら
れ

て
居

る
。
今
其

の
内

の
主
な

る
も

の
を
引
用
し

て
當
時

の
ス
ペ
イ

ン
關
係

を
明

か
に
し
た

い
と
思

ふ
。

先

づ
慶
長
九
年

(
一
、
六
〇
四
)

の
閏

八
月

に
ル
ソ

ン
総
督
ド

ン
・
ペ
ド

ロ
・
デ
ゼ
ア
ク
ー

ニ
ヤ

U
8

℃
。費
。
臼

聾
8
舞

か
ら
キ
リ

ス

ト
敏

の
布
教
を
許
し

て
貰

ひ
た

い
と

の
書

面
を
逡

つ
て
來

た
の
で
、
家
康

は
此
使
者

を
伏
見

で
引
見
し
た

こ
と
が
あ
る
(
註
四
七
)
。

翌
十
年

に
は

ス
ペ
イ

ン
人

の
希

望

に
從

つ
て
、



去
夏
芳
札
響

信
物

如
注
文
到
卒

懇
志
援

、
其
方
任
所
望
、
商
買
船
煮

年
申
四
艘
蕪

候

從
是
轟

期

繋

本
遣

之
表
寸
志
候

、
不

宣
、

慶
長

十
年
九

月
十

三

日

御

朱

印

一

と

の
書

を
與

へ
て
毎
歳
商
船

四
艘

の
通
航
す

る

こ
と
を
認

め

て
居

る
(
註
四
八
)。

翌
年

正
月
に

ル
ソ

ン
の
商
船

が
薩
摩

に
來
航

し

て
破
損
し
た

こ
と
が

あ
り
(
註
四
九
)、

同
年

九
月
十
五
日

に
、
家
康

が

ル
ソ

ン
の
使
者

に
鎧

四
領
及

六
具
を
托

し
て
総
督

に
贈

つ

た

と
と
が
あ

る
が
、
共
書

面

の
中

に
、
「
來

翰
披
閲
、
黒
船

一
艘
渡
海

、」

と
の
記
事
が
見

え

て
居

る
(註
五
〇
)。

家

康

は
更

に
積

極
的

に
、

ス
ペ
イ

ン
貿
易

を
關
東

に
導

く
爲

め
に
度

々
呂
宋
総

督

と
交
渉
し

た
様

で
あ

る
が
、
そ
れ

が
爲

め

に

浦
賀
を
其

交
易
市
場

に
選

ん
で
、

定

三
浦
之
内
浦
賀
津

封
呂
宋

商
船
、
狼
籍
之
儀
、
竪
被
停

止
之

詑
、
若
於
違
背
之
輩
者
、
速
可
虞
嚴
科
之
旨
、
依

仰
下
知
如

件

慶
長

十
三
年

七

月

日

封

馬

守

(
姿
藤
)

大

炊

助

(
土
非
)

南
轡
貿
易
概
観

六

】



南
攣
貿
易
概
魏

■

六
二

な

る
高

札
迄
掲
げ
し
め
て
、

ス
ペ
イ

ン
貿
易

に
力

を
入
れ
た

こ
と
が
あ

つ
た
(註
五

一
)。

千
六
百
八
年

(
慶
長

十
三
年
)

の
五
月

二
十
七

日
付

で
、

ル
ソ

ン
総
督
ド

ン

・
ロ
ド
リ

ゴ

・
デ

・
ビ
ベ
ー

ロ

U
8

口
。
・三
αq
。
9

≦
'、・δ

か
ら
家
康

、
秀
忠
、

に
書

簡
並

に

方
物
を
賦

つ
て
來
た

の
で
、
そ
れ

に
封

し
て
各

々
復
書

を
托
し

て
居

る
が
、
秀
忠

の
復
書

に
は
、

「
黒
船
萱
艘

、
海
上
無
共
煩
、
得
順
風
而
不
日
到
着

干
相
州
浦

川
津

、
至
祀
至
泰

、
吾
邦
風
俗

以
直
爲

心
、
若
有
不
直
者
則
戒

之
刑
之
、
以
故
市
易
相
棲
、
公

平
之
外
無
他
、
莫
勢

思
慮

、
先
年
之
來

船
、
亦
海
路
風
静
、
而
蹄
着

於
本
邦
之

示
論
、
珍

々
重

々
、
云

々
」
、

と
あ
り
、
家
康

の
復
書
中

に
、

「
如
書
面
從

伊
須
波

二
屋
、
爲

呂
宋
國
守
護
渡
海
、
珍
重
至
説
、
如
前

々
不
可
有

疎
意
、
然
而
今
歳
、
被
着
船

於
相

州
浦

川
津

、

欣

悦
不
淺
、
抑
如
貴
國
者

、
上

下
安
寧
、

云

々
」
、

と
あ

る
所

(
註
五
二
)
を
見
れ
ば

ス
ペ
イ

ン
關
係

は
徳
川
時
代

に
入

つ
て
か
ら
も
尚
持
績

せ
ら
れ

て
居

た
こ
と
は

明
か
で
あ

る
。

更

に
翌
慶

長
十
四
年

十
月

二
日
に
、

ス
ペ
イ

ン
の
商
船

長
を
駿
府

に
引
見
し

て
、

ル
ソ

ン
総
督

ジ

ユ
ア

ン

・

エ
ス
ク
ヱ
ラ

甘
、
・

団
・虐
。量

の
書

面
並

に
方
物

を
う
け

て
、
そ
れ
に
封
し

て
復
書

を
與
之
、
更

に
、

「
呂
宋
船

の
ひ
す
は
ん
や

へ
渡
海

之
時

分
、
逢

逆
風
著

何
之
湊
共

、
相
違
有

聞
敷
者

也
、
伍
如
件
」
、

と

の
朱
印
状
を
六
日
付

で
與

へ
た
事
實

が
あ
り

(
註
五
三
)
、

其
船

は
松
浦

に
着
岸

レ
た
も
の
だ
と
の

こ
と
で
あ

る
か
ら
、

ス
ペ
イ

ン
貿
易

は
當
時
矢

張
り
李
戸

で
行

は
れ

て
居
た
も

の
で

(
註
五
四
)
、

浦
賀

へ
は
萱
同
位
來
た

こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
け
れ
ど



も

(
註
五
五
)
、

當
時

の
交
通
歌
態

か
ら
考

へ
て
高
札

を
立

て
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
必
要
は
な

か

つ
た

で
あ

ら

ふ
。
慶
長
十
七
年

(
一
、

六

一
二
)

に
ル
ソ

ン
総
督

並
に
カ

ス
テ
4
ラ

o
更

筥
p
國
王
ド

ン

・
フ
イ
リ
ツ
パ

ス

U
8

℃
}・筐
署
岳

か
ら
書
面
及
方
物
を
贈

ら
れ

た
家
康
及
秀
忠
は
答
書

及
進
物
を
托
す

る
と
同
時

に
ノ
ヒ

ス

ハ
ン
ヤ
と

ル
ソ

ン
宛

の
朱
印
状
各

一
通

を
七
月

一
日
付

で
渡
し

た
こ

と

が
あ
る
(註
五
山ハ
)
。

右

の
如
ぐ
殆

ん
ど
毎
年

ル
ソ

ン
よ
り
使
者

の
派
遣

せ
ら
れ

て
ゐ
る
事
實

か
ら
考

へ
て
見

て
、

そ
れ
等

の
使
者

が
総
督
な
り
國

王

の
親
書

と
方
物
丈
を
贈
る
爲
め

に
特

派

せ
ら
れ
た
も

の
だ
と
は
信

じ
難

い
課

で
あ

つ
て
、
黒
船

が
來

た
り

、
朱

印
が
與

へ
ら

れ
た

事

を
参

照
す
れ
ば
、
他

に
何
等

の
資

料
が
な

い
と
し

て
も
通
商
關
係

が
依
然

と
し

て
持
績

せ
ら
れ

て
居
た
と
断
定
し

て
よ

い
と
思

ふ
。
切
支
丹
大
名
記

に
(
註
五
七
)
、

「
イ

ス
パ

ニ
ヤ
と
日
本

と
の
商
業

も
亦
、
そ
れ

か
ら
少

し
後

に
屡

止
さ
れ

た
。
副

王
並
び

に

マ
ニ
ラ

の
大

司
敏

の
嚴
禁

が
あ

つ

た

に
も
拘

ら
す

、

ブ
イ
リ
ツ
ピ

ン
か

ら
宣
敏
師

が
絶

え
す

到
着
す

る
爲

に
、
將

軍
は

ひ
ど
く
氣
嫌
を
損

じ

て
、
途

に
イ

ス
パ

ニ

ヤ
人
と

の
關
係

を
全
く
断

つ
決

心
を
し
た
。

こ
れ

が
爲

に
、
彼
は

一
、
六
二
三
年

(
元

和
九
年
)

ブ
イ
リ
ツ
プ
四
世

の
即

位
を

報

ぜ

ん
が
爲

に
渡

來
し

た
大
使
を
引
見
し
よ
う
と
も
せ
な

か

つ
た
。
彼
は
激
怒

の
あ
ま
り
、

イ

ス
パ

ニ
ヤ
人

と
の
通

商

は
、
日

本

に
利
釜
を
齎

ら
さ
な

い
ば
か
り

で
な
く
、
寧
ろ

そ
の
邪
敏

に
よ

つ
て
日
本

を
繊
す

ば
か
り

で
あ

る
と
彼
等

に
言
は
し
め
た
」
。

と
書

か
れ

て
居

る
所

を
見

る
と
通
商
關
係

の
杜
絶

し
た

の
は
元
和
以
降

で
あ
る

こ
と
が
分

つ

て
來

る
。
元
和
九
年

以
降

は
、

少
く

と
も
、

ル
ソ

ン
よ
り
舟
を
出
し

て
我
國

で
貿
易
し

た
こ
と
は
絶

へ
て
了

つ
た

こ
と

で
あ
ら

ふ
。
然
し

な
が
ら
、

ス
ペ
イ

ン
貿
易

が

南
蟹
貿
易
概
観

、

六
三



南
蟹
貿
易
概
観

六
四

そ

の
頃
ま

で
経
績

せ
ら
れ

て
居
た
と
し

て
も
、

ス
ペ
イ

ン
の
商
人

達
は
先

き
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
人

に
墜

倒

せ
ら
れ
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
を

其
属

國

と
し
た

(
一
、

五
八
〇
)
後

に
於

て
も
、

ヲ
ラ

ン
ダ

・
イ
ギ
リ

ス
等

の
諸
國
人

と
競
争
し
な
け
れ

ば
な

ら
ぬ
立
場

に
お
か

れ

て
居
た

の
で
あ

る
か

ら
、
實
際

上

の
貿
易
は
極
度

の
制

限
を
受

け
た
も

の
に
違

ぴ
な

い
。
當
時

は
邦

人

の
海
外
雄

飛
時
代

で
あ

つ
た

か
ら
、
邦
人

が
進

ん
で

ル
ソ

ン
に
出

か
け

て
貿
易
し
た

こ
と
は
渡
海
禁

止
令

の
出

た
頃
ま

で
績
け

ら
れ
た
こ
と
は
勿
論

で
あ

つ

て
、
此
意
味

に
於
け
る

ス
ペ
イ

ン
關
係
は
、
尚

十
歎
年

の
間
持
績

せ
ら
れ

た
課

で
あ

る
。
(
未
完
)

(
註

三
七
)

(
註
三

八
)

(
註

三
九
)

(
註

四
〇
)

(
註

四

一
)

(
註
四

二
)

(
註
四
三
)

(
註
四
四

)

(
註

四
五
)

(
註

四
六

)

(
註
四
七
)

蜜
負
ぴQ
碧

国
響

o
曙

o
h
}
①
℃
7
臣
℃
且
器

目
巴
碧

房

'

(oD
=
8
・。o
。・
b
①
『
ψ
H
。。一器

固

一
一℃
言
器
)
℃
・
轟
N

芝

色
〕珍
臼

二
げ
峯

℃
」

お

。

長

崎

記

、
七

六
教

「
南

攣

船

日

本

に
來

る

こ

と

」
の

項

Q

菅

沼

貞

風

、

亭

戸

貿

易

志

自

四

一
頁

至

四

三
頁

Q

鼠
○
お
貸

一
ぴ
箆

℃
●
ひ
M
.

日

本

両
教

史

下

巻

自

六

〇

八
頁

至

六

四

二
頁

。

海

の

大
ロ

本
史

上
巻

一
九

二
頁

。

恕

鮮
血
馨

自
二
九
頁

至
八
九
頁
。

三
〇
お
9
軸
享

乙

℃
・
や

=

窃
ー

H
悼
8

℃
b

轟
o。
・

大

日

本
史

料

十

二
之

二

自

五

九

二
頁

至

五

九

四
頁

。

(
註
四
八
)

(
註

四
九
)

(
註
五
〇

)

(
註

五

一
)

(
註

五

二
)

(
註

五
三
)

(
註

五
四
)

(
註

五
五
)

(
註

五
七
)

(
註

五
七
)

大
日
本
史
料

大
日
本
史
料

大
日
本
史
料

大
日
本
史
料

大
日
本
史
料

大
日
本
史
料

十

二
之
三

自
四
五
四
頁

至
四
六
〇
頁
。

自
九
〇
〇
頁

至
九
〇
四
頁
。

十
二
之
四

自
三
五
〇
頁

至
三
五

一
頁
〇

十
二
之
五

六
九
九
頁
。

自
七
〇
四
頁

至
七

一
〇
頁
。

十
二
之
六

自
六
九

一
頁

至
六
九
三
頁
。

三
ぎ
阻
鶏
9
茜

"
諺
自
≦
9,
巳
σq
Φ
門
=
醤

山
巴

日
坤
冒
冨
ロ
oQ
5
a

・

大
日
本
史
料

十

二
之
九

九

八
〇
頁

。

大
口

本
史
料

自
九
五
九
頁

至
九
八

一
頁

、
及
び
大
日

本
史
料

十

二
之
十

自

一
一
〇
頁

至

一
二
九
頁
o

卸

、田
タ
餐

、
舞

切
支
丹
大
名
記

三
九
九
頁
。




